
みなと元町の「シンボル」をめぐって
　前回まで１年間にわたり、私たち日本建築
家協会（JIA）兵庫地域会のメンバーで、
「乙仲通界隈デザインワークショップ・乙仲
さんぽ」の活動紹介とコラム 　　を連載させていた
だきました。今回からは、対象エリアを「みな
と元町とその周辺」に広げて、建築設計を専
門とする私たちの視点で、この地域の空間的
な魅力や可能性について、記事を連載させて
いただくことになりました。引き続きどうぞよろ
しくお願いします。
 第１回は、みなと元町の「シンボル」をめぐ
って、日頃考えていることを、私見ではありま
すが、書かせていただきたいと思います。
　シンボルは街を象徴し、その魅力を高めて
くれる大きな存在です。さて、みなと元町のシ
ンボルというと、どのようなものでしょうか？
　このエリア内でも通りごと、町丁ごとに異
なる特徴がありますので、それぞれの大切な
シンボルがあるかと思いますが、地域住民で
ない私にもすぐ思い浮かぶシンボルとして
は、街から間近に見える「ポートタワー」や元
町通商店街の「スズラン灯」があります。
　また私は近年知ったことですが、戦後まも

　シンボルはそれ自体の存在が街の魅力を高
めるのはもちろんのこと、それをモチーフとして
様々なデザインに活用することで、さらに街の魅
力アップにつなげられると思います。
　ポートタワーについて考えると、モチーフにし
たイラストやグッズをところどころで見かけます
が、プロポーションをかなり歪めて描かれてい
たり、極端に省略されたりしていて、せっかくの
造形美をうまく表現していないものが多いこと
が、私は以前から気になっていました。
　それはポートタワーの鼓型の構成や接合部
分が、一見複雑に見えることから、形を正確に捉
えるのが、なかなか難しいからだと思います。
　しかし設計者が考えた造形原理や基本寸法
をきちんと学ぶと、あの美しい曲線が、とてもシ
ンプルな直線からできていて、再現も難しくない
ことがわかります。私自身、その優れた造形原理

を知り、より強く魅せられました。そして、ポート
タワーの形をある程度抽象化しながら再現すれ
ば、造形美を生かして、様々なデザインに応用で
きるのではないかと、考えるようになりました。
　小さなスケールで抽象化するなら、金属加工
自体も、複雑で高度な加工をしなくても、板状の
ものを曲げたりレーザーカットするなど、比較的
シンプルな加工により、再現できると思います。
　現在はCADで３Dモデルを作って検討し、デ
ジタルデータから加工も正確に行えますので、こ
のような方法で、例えばポートタワーをモチーフ
にした照明を作り、いろんな場所に設置してみ
るのもいいのではないかと思います。
　また金属に限らず、様々な材料や工法でデザ
インすれば、多くの用途に活用できる可能性が
広がると考えています。例えばガラスやプラス
チック、木や竹などもです。サイズ的にも、大小

なく、元町通３丁目商店街が「ジュラ街」と呼
ばれる斬新な建築デザインで、いち早く復興
を遂げたことから、「ジュラルミン」もかつてこ
の街のシンボルであったと思います。今では
もう、痕跡も残っていないようですが。
　歴史的にはもう一つ、ちょうど1964年の神
戸ポートタワーの竣工直前に入れ替わるよう
に姿を消した川崎造船所の巨大な「ガントリ
ークレーン」は、それまで街のどこからでも見
え、港の産業を支えた、かつての街のシンボ
ルであったことも知りました。
　ここで私があげたシンボルたちは、大きさ
は様々ですが、ある共通点があることに気づ
きました。それはいずれも金属でできている
こと、そして作られた時代の最先端を行く優
れた造形性があることです。
　時代が古い順から改めて見てみると「ガン
トリークレーン」が建造されたのは、大正元
年（1912）。実用目的の港湾設備で、現在は
キリン型ですが、当時の写真を見ると、巨大
な鉄骨フレームは、やはり時代の先端を感じ
させる造形性を誇っていたと思われます。
　次に元町通に「スズラン灯」が」最初に設置

されたのは、大正15年（1926）。スズランの花
の部分はガラスグローブですが、ブラケット部
分は、エレガントな曲線を持つアール・デコス
タイルでデザインされました。戦時中の供出を
経て、その後、丁目ごとに特徴のある金属造形
として復活。現在に受け継がれています。
　そして戦後の「ジュラ街」の建築群。突き出
し看板部分にジュラルミンが使われていたよ
うで、当時の写真からは簡明なモダニズムの
構成美とジュラルミンならではの特別な光沢
感、そして新時代を開く復興のシンボルとして
の明るさが感じられます。
　1964年に竣工した「神戸ポートタワー」は、
優れた発想と高度な技術で、一葉双曲線と呼
ばれる鼓型の造形美を実現。「鉄塔の美女」と
して広く知られ、人々に愛されてきました。そし
て現在も、ポートタワーは、海洋博物館のスペ
ースフレームやモザイクの観覧車と合わせて、
神戸のシンボルとして、輝き続けています。
　このように、各時代の高度な技術と美意識
が追求された「金属の造形美」。それがみなと
元町を象徴するシンボルとして、それを輝か
せる光と相まって、街を彩り、そこに神戸・みな
と元町ならではの先進性とエレガンスのスピ
リットが宿ってきたのではないでしょうか。

様々なものが考えられ、雑貨や家具、パッケージ
などにデザインを活用できるかと思います。
　ちょうど、神戸ポートタワーは2023年に60周
年を迎えるにあたり、今秋から２年間の休館を
経て、リニューアルオープンするとのこと。
　そこで今、神戸松蔭の学生たちとこのように
ポートタワーをモチーフに、様々にデザインを
考え、活用する提案プロジェクトに取り組み始め
ています。ポートタワー型の大小の照明や様々
なグッズのデザインが、小さなシンボルとして街
を彩り、リニューアルの期待感を高め、街を活気
づけることをイメージしながら、取り組んでいま
すので、ご賛同いただければ幸いです。

シンボルのデザイン活用について
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